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仲間と共に歩んだ 20 年～私たち成人しました～
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希
望
あ
ふ
れ
る
新
た
な
門
出

平
成
28
年
成
人
式

平
成
28
年
成
人
式
が
１
月
２
日
、
徳
之
島

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ー
ツ
や
袴
、
色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人
１
２
１
名
が
参
加
し
、
関
係
者
・

家
族
の
出
席
の
下
、
新
成
人
の
晴
れ
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
秋
武
喜
一
郎
教
育
長
が
「
自
分

の
言
動
に
つ
い
て
批
判
と
反
省
の
で
き
る
大

人
。
そ
し
て
自
他
の
行
い
を
正
せ
る
立
派
な
大

人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
高
岡

秀
規
町
長
・
池
山
富
良
副
議
長
、
後
輩
を
代
表

し
て
徳
之
島
高
等
学
校
の
上
田
学
さ
ん
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
を
代
表
し
て
芝
幸
多
さ
ん
が
、「
島
人
と
し

て
の
誇
り
と
、
き
っ
と
大
成
し
て
故
郷
に
錦
を

飾
ろ
う
と
い
う
決
意
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
精

進
し
て
い
き
ま
す
」
と
成
人
を
迎
え
た
決
意
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
交
流
会
で
は
、
中
学
生
当
時
の
映

像
と
と
も
に
卒
業
時
の
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
映
。
小
中
学
生
の
島
唄
や
新
成
人

も
加
わ
っ
た
浜
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
は
始
終

暖
か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。
式
典
終
了

後
も
会
場
で
は
、
名
残
惜
し
む
よ
う
に
尽
き
な

い
話
や
写
真
撮
影
を
楽
し
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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●● ● Town news

12
月
12
日
、
手
々
中
学
校
で
の
総
合
的

学
習
の
授
業
で
「
手
々
ヘ
ル
パ
ー
隊
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
４
名
の
生
徒
が
集
落

の
高
齢
者
宅
を
回
り
、
年
末
の
大
掃
除
を

手
伝
い
ま
し
た
。

手
々
サ
ポ
ー
ト
隊
は
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
要
望
が
あ
っ
た
民
家
を
中
学
生
が

回
り
希
望
の
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。
今

年
の
手
々
中
学
校
の
生
徒
は
全
員
で
４

名
。
２
班
に
分
か
れ
家
を
２
軒
周
り
、
窓

ふ
き
や
網
戸
掃
除
、
障
子
の
張
り
替
え
を

行
い
ま
し
た
。
網
戸
掃
除
や
障
子
貼
り
は
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
普
段
な
か
な
か
す
る

こ
と
が
な
い
も
の
や
初
め
て
す
る
作
業
。

教
諭
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
、
す
み
ず
み

ま
で
丁
寧
に
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

手々ヘルパー隊
すみずみまで心をこめて

12
月
13
日
に
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
町
立
図
書
館
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約

２
５
０
名
の
親
子
連
れ
や
子
ど
も
た
ち

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お
話
し
の

朗
読
や
劇
な
ど
の
観
賞
を
楽
し
み
ま
し

た
。フ

ェ
ス
タ
は
徳
之
島
吹
奏
楽
団
の
演
奏

で
開
幕
。
子
ど
も
に
な
じ
み
深
い
ア
ニ
メ

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
演
奏
さ
れ
、
来
場
者

は
会
場
に
響
き
渡
る
重
厚
な
音
色
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
神
之
嶺
小
学
校
保
護
者
に

よ
る
「
け
ん
む
ん
と
こ
う
み
に
ゃ
」
の
劇

で
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
口
調
や
身
振
り
が
観

客
の
心
を
と
ら
え
、
し
ば
し
お
話
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

母
間
保
育
所
で
12
月
18
日
、
年
間
行
事

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
い

踊
り
、
季
節
の
行
事
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
た
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
、
お
や
じ

バ
ン
ド
の
「
ま
ぶ
ら
い
」
が
出
演
し
、
バ

ン
ド
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
は
、
園
児
に
合
わ
せ
優
し
く
語
り
か

け
な
が
ら
演
奏
。

ま
ぶ
ら
い
の
演
奏
が
終
わ
る
と
、
待
ち

に
待
っ
た
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
。
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し

ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
園

児
た
ち
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
も
サ
ン
タ
さ

ん
も
大
好
き
」
と
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た

クリスマスフェスタ
図書館からのクリスマスプレゼント

母間保育所クリスマス会
クリスマスもサンタさんも大好き！

町
内
全
域
で
12
月
19
日
、
ミ
カ
ン
コ
ミ

バ
エ
防
除
の
た
め
に
テ
ッ
ク
ス
板
の
設
置

が
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
集
落

住
民
や
農
協
職
員
、
役
場
職
員
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
３
０
０
名
が
集
ま
り
、
誘

引
剤
と
殺
虫
剤
を
含
ま
せ
た
４
・
５
cm
の

木
片
を
木
の
枝
な
ど
に
く
く
り
つ
け
ま
し

た
。今

回
の
作
業
で
は
、
２
２
３
名
の
一

般
住
民
の
協
力
で
、
町
内
全
域
に
１
，

９
０
０
枚
の
テ
ッ
ク
ス
板
が
取
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
島
の
基
幹
作
物
を
守
る
た
め
、

地
域
住
民
が
率
先
し
て
作
業
を
進
行
し
、

各
地
区
の
地
域
力
の
強
さ
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

テックス板一斉設置
集落の力でかんきつ類を守れ！
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総
務
課
で
は
、
徳
之
島
町
役
場
の
中
心
と
し
て
ま
た
総
括
の
立
場
と
し
て
行
政
全
体
が
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
町
全
体
の
予
算
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
各
事
業

が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
有
財
産
の
管
理
や
防
災
に
関
す
る
安
全
確
保
な
ど
町
全
体
を
守
る
仕
事

も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
庶
務
全
般
・
文
書
・
町
長
秘
書
・
電
算
等
多
種
多
様
な
幅
広
い
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

紹介します !

総務課

役場 の仕事

【
財
政
運
営
】

年
４
回
あ
る
定
例
議
会
や
臨

時
会
の
予
算
編
成
を
し
た
う

え
で
予
算
書
作
成
を
行
い
ま

す
。町

の
歳
入
の
約
４
割
を
占
め

る
地
方
交
付
税
交
付
金
の
事

務
を
し
、
町
税
や
国
庫
・
県

支
出
金
等
だ
け
で
は
補
う
こ

と
の
で
き
な
い
部
分
に
関
し

て
起
債
事
務(

資
金
調
達
の
た

め
の
借
入)

を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
、
本
年
度
は
補
助
金

等
評
価
委
員
会
を
開
い
て
適

正
な
補
助
金
が
支
払
わ
れ
て

い
る
か
等
の
審
査
も
行
い
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
の
当
初

予
算
に
も
反
映
出
来
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

決
算
時
に
は
、
決
算
の
分
析

を
行
い
次
年
度
以
降
に
活
か
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
公
会
計

の
公
表
に
向
け
て
研
修
会
を
行

い
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
消
防
交
通
】

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
設
置
を
行
う
と
と
も

に
、
迅
速
か
つ
確
実
な
情
報
提

供
に
努
め
て
、
災
害
時
に
は
、

消
防
、
警
察
と
連
携
を
と
り
、

緊
急
時
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。交

通
実
態
に
即
し
た
交
通
安

全
施
策
の
推
進
や
街
頭
指
導
、

地
域
や
学
校
、
警
察
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
交
通
安
全
意
識

の
向
上
、
災
害
共
済
制
度
へ
の

加
入
促
進
や
通
学
路
や
生
活
道

路
に
お
け
る
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
新
設
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
で

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
警
察
署
、
防
犯

協
会
並
び
に
自
主
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
も
緊
密
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
防
犯
意
識

の
普
及
活
動
、
各
地
区
に
対
す

る
防
犯
灯
設
置
の
補
助
や
犯
罪

の
防
止
及
び
青
少
年
健
全
育
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
庶
務
・
文
書
】

庶
務
係
は
、
人
事
院
勧
告
等

を
踏
ま
え
、
職
員
の
給
与
及
び

共
済
関
係
事
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
・
臨
時
職
員

を
対
象
に
各
種
研
修
事
業
を
行

い
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

文
書
係
は
、
町
長
・
副
町
長

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
役
場

の
重
要
な
文
書
の
管
理
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
防
災
無
線
の
町

内
放
送
や
電
話
交
換
も
仕
事
の

ひ
と
つ
で
す
。

【
電
算
】

役
場
電
算
機
器
管
理
・
徳
之

島
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事

務
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

町
民
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
活
用
す
る
た
め
に
、
徳
之
島

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
業
者
や
各
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
と
協
力
し
、
徳
之
島
町
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
財
産
管
理
】

公
有
財
産
管
理(

町
有
地
、

町
の
建
物)

は
現
在
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
中
に

は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
、
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
正

確
な
管
理
と
将
来
の
財
政
運
営

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
公
有
財

産
の
利
活
用
を
行
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
業
務
〉

○
伝
票
決
済

○
土
地
寄
付
関
係

○
仮
ナ
ン
バ
ー
申
請
手
続
き

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出

○
消
防
団
事
務
局

○
文
書
郵
送

○
駐
在
員

○
広
告
関
係

○
ゆ
う
な
住
宅
管
理

○
条
例
関
係
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2/15
～

3/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
３
月
10
日

町
立
中
学
校
卒
業
式

（
町
内
各
中
学
校
）

■
３
月
14
日

学
士
村
塾
閉
講
式

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
３
月
13
日

町
内
史
跡
巡
り

（
町
内
各
史
跡
）

※
要
申
込
み
（
小
学
４
年
生
以

上
を
対
象
に
、
毎
年
学
校
か
ら

申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

住宅

亀
津
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
「
ゆ
う
な
住
宅
」

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

■
住
宅
名　

ゆ
う
な
住
宅

■
所
在
地　

徳
之
島
町
亀
津

３
０
９
２
番
６
（
亀
津
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
）

■
募
集
期
間

平
成
28
年
2
月
１
日
～
30
日

■
選
考
方
法　

抽
選

■
入
居
開
始
日平

成
28
年
3
月
1
日

■
家
賃　

６
０
，
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
戸
数　

３
戸
の
う
ち
１
戸
（
３

階
）

◎
入
居
者
の
条
件

１
．
教
職
員
又
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
方
及
び
町
内

に
住
所
を
移
そ
う
と
す
る

方
２
．
家
賃
が
滞
り
な
く
納
付

で
き
る
見
込
み
の
方

３
．
連
帯
保
証
人
２
人
の
う

ち
、
１
人
は
入
居
者
と
同

等
以
上
の
収
入
の
あ
る
方

で
、
か
つ
町
内
に
住
所
を

有
す
る
方

４
．
地
方
税
等
の
各
種
税
金
、

使
用
料
等
の
滞
納
の
な
い

方町
総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
）

問

丹
向
川

Ａコープ

カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園

県
・
合
同
庁
舎

旧法務局第二職員宿舎です

教育

平
成
28
年
４
月
よ
り

花
徳
小
学
校
が
特
別
認
可
制
度
指
定
校
に
な
り
ま
す

１
．
特
別
認
可
制
度
と
は

徳
之
島
町
小
規
模
校
入
学
（
転
学
）
特

別
認
可
制
度
は
、
町
内
小
規
模
校
の
特

性
を
生
か
し
、
個
を
生
か
し
た
学
習
指

導
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る
学
校
行
事
や

諸
活
動
を
通
し
て
学
ぶ
楽
し
さ
、
心
身

の
健
康
増
進
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
い

た
い
と
希
望
す
る
保
護
者
・
児
童
生
徒

に
、
一
定
の
条
件
を
付
し
て
特
別
に
入

学
・
転
学
を
認
め
る
と
同
時
に
、
学
校

及
び
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。（
徳
之
島
町
小
規
模
校

入
学
（
転
学
）
特
別
認
可
制
度
に
関
す

る
規
程
よ
り
要
旨
）

２
．
現
在
の
特
別
認
可
制
度
指
定
校

○
尾
母
小
・
中
学
校

○
手
々
小
・
中
学
校

３
．
そ
の
他
の
学
校
と
の
違
い

区
域
外
か
ら
の
入
学
（
転
学
）
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
生
徒
が
１
年
以
上
通
年
通
学
で
き
る
こ
と
。

○
登
下
校
時
の
送
迎
に
関
し
て
は
保
護
者
等
が
責
任
を
持
つ
こ
と
な
ど
。

※
平
成
28
年
２
月
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
82
―
１
３
０
８

問
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環境

奄
美
群
島
の
自
然
と
地
域
産
業
に
関
す
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
願
い

奄
美
群
島
の
各
市
町
村
で
は
、

今
後
の
奄
美
群
島
国
立
公
園
（
仮

称
）
指
定
や
奄
美
・
琉
球
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
地

域
振
興
や
地
域
産
業
の
発
展
の

た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
施
策

等
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
住

民
の
自
然
や
生
活
、
産
業
に
関

す
る
意
識
や
考
え
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
国
立
環
境

研
究
所
と
奄
美
群
島
12
市
町
村

が
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
方
法

徳
之
島
町
の
20
～
79
歳
の
住

民
７
６
１
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
票

が
入
っ
た
右
の
封
筒
が
届
き
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
方

に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
同
封
さ
れ
た
返
信
用

封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
て
選
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
個
人
を
特
定
す
る
よ
う

な
記
入
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間
：
平
成
28
年
１
月

下
旬
～
２
月
29
日
（
回
答
期

限
）

■
実
施
主
体
：
国
立
研
究
開
発

法
人
国
立
環
境
研
究
所
、
奄

美
群
島
12
市
町
村

■
協
力
：
環
境
省
奄
美
野
生
生

物
保
護
セ
ン
タ
ー
、
奄
美
群

島
広
域
事
務
組
合

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立

環
境
研
究
所

担
当
：
久
保
雄
広

☎
０
２
９
―
８
５
０
―
２
８
９
７

　

徳
之
島
町
役
場
企
画
課

担
当
：
遠
藤

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線

２
２
２
）

問

議会

皆
様
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

徳
之
島
町
議
会
基
本
条
例
（
案
）
に
対
す
る
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

徳
之
島
町
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
の
平
成
28
年

３
月
制
定
（
４
月
１
日
施
行
）
に
向
け
て
、
昨
年
３

月
に
徳
之
島
町
議
会
基
本
条
例
策
定
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
徳
之
島
町
議
会
基
本
条
例
（
案
）
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
議
会
基
本
条
例
（
案
）
に

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
く
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
は
、
委
員
会
に

報
告
し
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
意
見
募
集
の
対
象

　

徳
之
島
町
議
会
基
本
条
例
（
案
）

２
．
対
象
者

　

(1)
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

(2)
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
及

　

び
法
人
そ
の
他
の
団
体

３
．
募
集
（
条
例
案
の
閲
覧
）
期
間

平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）
～
２
月
14
日
（
日
）

４
．
条
例
案
の
閲
覧
方
法

徳
之
島
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
町
役
場

（
本
庁
１
階
住
民
生
活
課
窓
口
、
花
徳
支
所
）

５
．
ご
意
見
の
提
出
方
法

募
集
期
間
内
に
本
庁
、
支
所
の
窓
口
に
用
意
し
て

あ
る
所
定
の
記
入
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

ご
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
か
ら
記
入
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
ご
意
見
を
役
場
議
会

事
務
局
宛
に
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

gikai@
tokunoshim

a-tow
n.org

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は
2
月
22
日
（
月
曜
日
）

ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
平
成
28
年
3
月
2
日
（
月
）　

12
時
～

■
場
所　
　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

町
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

町
議
会
事
務
局

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

問
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税金

増
税
と
申
告
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

■
軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に
原
動
機

付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
２
輪
の
小
型
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。
な
お
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど

を
し
た
場
合
で
も
、
普
通
自
動
車
税
と
異
な
り
、
月

別
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
年
度
分
の

税
金
は
全
額
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
申
告
や
届
出

軽
自
動
車
等
を
取
得
・
譲
渡
・
廃
車
及
び
住
所
・

名
義
が
変
更
し
た
時
は
届
出
が
必
要
で
す
。

申告区分

種
類

申
告
場
所

１
２
５
cc
ま
で
の

バ
イ
ク
と

小
型
特
殊
自
動
車

町
役
場
税
務
課

軽
自
動
車
係

☎
82
―
１
１
１
１

１
２
５
cc
を
超
え

る
バ
イ
ク

徳
之
島
自
動
車
整
備
組
合

☎
82
―
０
７
３
２

軽
自
動
車

（
６
６
０
cc
ま
で
）
徳
之
島
自
動
車
整
備
組
合

☎
82
―
０
７
３
２

（
注
意
）
車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に
、
手
続
き
を

し
な
い
で
お
く
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
の
増
税
に
つ
い
て

国
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

①
原
動
機
付
自
転
車
・
１
２
５
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
な
ど
の
車
両

（
平
成
28
年
度
よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
）

車
種
区
分

平
成
27
年
度
ま
で
平
成
28
年
度
か
ら

原付

50
㏄
以
下

１
，
０
０
０
円

２
，
０
０
０
円

50
㏄
超
90
㏄
以
下

１
，
２
０
０
円

２
，
０
０
０
円

90
㏄
超
１
２
５
㏄

以
下

１
，
６
０
０
円

２
，
４
０
０
円

ミ
ニ
カ
ー

２
，
５
０
０
円

３
，
７
０
０
円

軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超

２
５
０
㏄
以
下
）

２
，
４
０
０
円

３
，
６
０
０
円

小
型
二
輪

（
２
５
０
㏄
超
）

４
，
０
０
０
円

６
，
０
０
０
円

小型特殊

農
耕
作
業
用

１
，
６
０
０
円

２
，
４
０
０
円

そ
の
他

４
，
７
０
０
円

５
，
９
０
０
円

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

花
徳
支
所

☎
84
―
０
０
４
８

問

②
軽
四
輪
な
ど
の
車
両

平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新
規
取
得
さ
れ
た
分
の
税
額

と
な
り
ま
す
。（
実
際
課
税
さ
れ
る
の
は
平
成
28
年
度
か
ら
と

な
り
ま
す
。）

車
種
区
分

現
況

平
成
28
年
度
か
ら

三
輪

３
，
１
０
０
円

３
，
９
０
０
円

四輪以上

乗
用

自
家
用

７
，
２
０
０
円

１
０
，
８
０
０
円

営
業
用

５
，
５
０
０
円

６
，
９
０
０
円

貨
物

自
家
用

４
，
０
０
０
円

５
，
０
０
０
円

営
業
用

３
，
０
０
０
円

３
，
８
０
０
円

ま
た
、
軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
の
新
規
検
査
を
し
て
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
軽
四
輪
車

等
に
つ
い
て
標
準
税
率
の
概
ね
20
％
の
重
課
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
分
か
ら
）

車
種
区
分

平
成
28
年
度
か
ら

三
輪

４
，
６
０
０
円

四輪以上

乗
用

自
家
用

１
２
，
９
０
０
円

営
業
用

８
，
２
０
０
円

貨
物

自
家
用

６
，
０
０
０
円

営
業
用

４
，
５
０
０
円
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業務

平
成
28
年
４
月
よ
り
町
で
の
手
続
き
へ
変
わ
り
ま
す

県
か
ら
町
へ
業
務
の
権
限
移
譲
の
お
知
ら
せ

権
限
移
譲
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
左
記
の
５
項
目
の
業
務
が
県
か
ら
町
へ
権

限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

権
限
移
譲
と
は
、「
住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
市
町
村
が
行
い
、
市
町
村
で
は
対
応
が
難
し

い
広
域
的
・
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
県
が
行
う
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
県
が
行
っ

て
い
た
仕
事
の
一
部
を
町
が
引
き
受
け
て
実
施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

権
限
移
譲
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
県
庁
や
県
の
出
先
機
関
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
申
請
や

届
出
な
ど
の
手
続
き
が
身
近
な
町
役
場
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

事
業
の
内
容

担
当
課

備
考

県
管
理
道
路
に
お
け
る
維
持
補
修
事
業

（
そ
の
他
）

建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
）

主
に
県
道
の
草
刈
り
等

栄
養
士
免
許
証
の
交
付

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
83
―
３
１
２
１

交
付
事
務

調
理
師
免
許
証
の
交
付

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
83
―
３
１
２
１

交
付
事
務

土
地
改
良
区
の
設
立
、
合
併
、
解
散
に
関
す

る
事
務
等

耕
地
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
３
３
・
２
３
４
）

日
常
的
な
事
務

中
小
小
売
商
業
振
興
法
等
に
関
す
る
計
画
認

定
等
の
事
務

地
域
営
業
課

☎
83
―
４
１
１
１

計
画
認
定
等
の
事
務

確
定
申
告
相
談
会
（
税
務
支
援
）
の
お
知
ら
せ

◇
日
時
：
平
成
28
年
２
月
２
日
（
火
）
～
平
成
28
年
２
月
26
日
（
金
）

土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。
午
前
10
時
～
午
後
12
時
、
午
後
１
時
～

午
後
４
時

◇
場
所
：
各
税
理
士
事
務
所

事
前
に
必
ず
電
話
等
で
相
談
日
時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
：
所
得
税
及
び
個
人
の
消
費
税
に
関
す
る
相
談

◇
対
象
者　

※
小
規
模
事
業
者
（
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
で
平
成
26

年
分
所
得
金
額(

専
従
者
控
除
前
、
又
は
青
色
特
典
控
除
前)

が

３
０
０
万
円
以
下
で
、
税
理
士
の
関
与
の
無
い
方
）

※
給
与
所
得
者
、
年
金
所
得
者

※
但
し
、
譲
渡
所
得
、
贈
与
な
ど
が
あ
る
方
、
そ
の
他
複
雑
な
事
案

の
方
は
除
き
ま
す
。

◇
料
金　

税
務
相
談
（
30
分
程
度
）
に
つ
い
て
は
無
料
で
す
。
申
告

書
作
成
等
は
有
料
で
す
。
電
話
予
約
の
際
に
税
理
士
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
!!

税
理
士
の
資
格
が
な
い
人
が
税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作
成
や
税

務
相
談
を
す
る
こ
と
（
に
せ
税
理
士
行
為
）
は
税
理
士
法
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
に
せ
税
理
士
は
法
律
に
反
す
る
だ
け
で

な
く
、
あ
な
た
自
身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

松
永
光
子
税
理
士
（
亀
津
７
２
４
３
）
☎
83
―
１
５
１
５

富
山
三
紀
子
税
理
士
（
亀
津
７
３
９
８
）
☎
83
―
０
６
１
４

吉
盛
一
郎
税
理
士
（
亀
津
２
９
１
７
）
☎
82
―
１
８
９
０
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必ずチェック最低賃金！
鹿児島県の最低賃金が以下のとおり改正されました。

地域別最低賃金 最低賃金（時間額） 効力発生日
鹿児島県最低賃金 694 円 平成 27 年 10 月 8 日

＊鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、特定 ( 産業別 ) 最低賃金の産業に
該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

＊最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対して最低
賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

＊最低賃金には、次の賃金は算入されません。
（１）臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
（２）一月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
（３）時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金
（４）精皆勤手当、通勤手当、家族手当
【最低賃金に関するお問い合わせ先】
・鹿児島労働局賃金室☎０９９－２２３－８２７８　・名瀬労働基準監督署☎０９９７－５２－０５７４
・最低賃金テレフォンサービス☎０９９－２２３－８８８１

県
で
は
、
県
民
が
陽
子
線
治

療
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
治
療
を
受
け
る
患

者
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど

が
そ
の
治
療
費
を
金
融
機
関
か

ら
借
り
受
け
た
場
合
に
、
利
子

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。

陽
子
線
が
ん
治
療
費
利

子
補
給
事
業
に
つ
い
て

【
対
象
者
】

（
財
）
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研

究
財
団
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽

子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
陽
子
線

治
療
を
受
け
、
そ
の
治
療
費
の

支
払
い
の
た
め
に
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
た
患
者
本

人
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど
。

※
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線

治
療
セ
ン
タ
ー
と
は
、（
財
）

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財

団
が
鹿
児
島
県
医
師
会
、
鹿

児
島
大
学
、
指
宿
市
お
よ
び

鹿
児
島
県
と
の
産
学
官
連
携

に
よ
り
指
宿
市
に
開
業
し
た

九
州
初
の
陽
子
線
治
療
施
設

で
す
。

な
お
、
陽
子
線
治
療
と
は
、

が
ん
の
治
療
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
放
射
線
治
療
の
一

つ
で
、
が
ん
を
切
ら
ず
に
治

療
で
き
る
治
療
法
で
す
。

【
対
象
借
入
金
】

 

陽
子
線
治
療
に
関
す
る
借
入
金

（
限
度
額
２
８
８
万
３
千
円
）

【
利
子
補
給
率
】　 

６
％
以
内

【
利
子
補
給
期
間
】　 

５
年
以
内

※
所
得
制
限
な
ど
あ
り

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
６
９
３

飼
い
猫
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

～
２
月
は
「
猫
の
適
正
飼

養
推
進
月
間
」
で
す
～

県
内
で
は
、
昨
年
度
は
２
，

６
０
０
頭
あ
ま
り
の
猫
が
保
健

所
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
飼
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
理

由
で
、
引
取
り
を
依
頼
す
る
前

に
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
ま
し
ょ
う
‼

■
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
は
室
内
で
飼
い
、
交
通
事

故
、
争
い
に
よ
る
け
が
、
感
染

症
な
ど
の
危
険
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
ふ
ん
尿
や
、
ゴ
ミ
を

荒
ら
す
、
鳴
き
声
が
う
る
さ
い

な
ど
の
猫
に
よ
る
周
囲
の
人
へ

の
被
害
を
な
く
す
こ
と
は
、
飼

い
主
の
責
務
で
す
。
猫
を
自
由

に
放
し
て
周
辺
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
、
猫
に
と
っ
て
も
不

幸
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
不
妊
処
置
を
し
ま
し
ょ
う

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
な
い

で
い
る
と
、
知
ら
な
い
間
に
子

猫
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
１
頭
の
メ
ス
猫
か
ら
子
猫

が
生
ま
れ
、
１
年
後
に
は
20
頭

以
上
に
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
責
任
を
も
っ
て
世
話
が
で

き
る
頭
数
な
の
か
よ
く
考
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
妊
・
去
勢

手
術
は
、
病
気
の
予
防
や
ス
ト

レ
ス
の
軽
減
の
ほ
か
、
オ
ス
同

士
の
争
い
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為

の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

■
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

飼
い
猫
だ
と
わ
か
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
所
有
明
示
（
身
元

表
示
）
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
と

え
室
内
飼
い
で
あ
っ
て
も
、
開

い
た
ド
ア
か
ら
の
脱
走
や
突
然

の
災
害
な
ど
で
驚
い
て
逃
げ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

徳
之
島
保
健
所

☎
82
―
０
１
４
９

問

問
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■
物
件

県
営
徳
之
島
団
地
・
県
営
ベ
ル

メ
ー
ル
徳
之
島
団
地

■
申
込
書
の
配
布
・
受
付

平
成
28
年
２
月
１
日
（
月
）
～

２
月
22
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
抽
選
日

平
成
28
年
３
月
３
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら

大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
大
会

議
室大

島
支
庁
徳
之
島
事
務
所　

総
務
課

☎
82
―
１
３
３
３

◆
南
の
島
で
国
際
交
流
／
野
外
活

動
体
験
（
日
本
全
国
の
小
学
生
）

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
内
閣
府
公
益
認
定

等
委
員
会
認
定
）
で
は
、「
第
40

回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン

島
」
の
参
加
者
を
全
国
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す

■
対
象
：
小
学
２
～
６
年
生

■
場
所
：
大
島
郡
与
論
島

■
期
間
：
平
成
28
年
３
月
26
日
（
土
）

～
４
月
１
日
（
金
）
６
泊
７
日

■
定
員
：
日
本
人
２
０
０
名
、
在

日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
名

■
参
加
費
：
亀
徳
港
発
８
０
，

０
０
０
円
（
他
港
出
発
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
参
照
）

■
締
切
り
：
平
成
28
年
３
月
４
日
（
金
）

【
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
４
１
―
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―
４
第
三
花
田
ビ
ル
４
階
）

☎
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
４
１
７
―
９
７
２
４

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
で
は
、

奄
美
出
身
者
の
子
弟
で
、
大
学

等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、
心

身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

１
．
貸
与
金
及
び
期
間

学校

金額
（月額）

期間

高専・短大・
大学生

３万円

正規の
就学期間

大学院生

３万５千円

正規の
就学期間

２
．
貸
与
金
の
返
還
義
務

卒
業
後
６
か
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
、

毎
月
均
等
額
以
上
を
返
還
（
無

利
息
）

３
．
必
要
書
類

①
貸
費
生
願
書
…
自
筆
の
も
の

で
、
家
族
の
所
得
な
ど
が
分
か

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

②
写
真
１
枚
…
撮
影
後
３
か
月

以
内
の
も
の
で
、
縦
４
ｃ
ｍ
、

横
３
ｃ
ｍ
以
内
の
も
の
を
貸

費
生
願
書
生
年
月
日
欄
の
右

側
に
貼
り
付
け

③
奨
学
生
推
薦
調
書
…
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

④
成
績
証
明
書
…
卒
業
し
た
学
校

の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

⑤
戸
籍
謄
本
／
住
民
票
…
発
行

３
か
月
以
内
の
も
の
を
各

一
通
ず
つ

４
．
選
考
方
法　

申
込
願
書
を
４
月

末
日
で
締
切
り
。書
類
選
考
の
上
、

５
月
中
に
決
定
し
ま
す
。

５
．
人
数　

若
干
名

６
．
推
薦
に
必
要
な
書
類
交
付　

財

団
法
人
奄
美
奨
学
会
事
務
局
で
交

付
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
８
―
０
０
１
４

東
京
都
港
区
芝
５
―
13
―
14　

ア
ン

ソ
ワ
ビ
ル
芝
６
階

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
（
事
務

局　

加
納
法
律
事
務
所
内
）

☎
０
３
―
３
４
５
６
―

１
１
０
０

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集
!!

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
を
抱

え
る
方
の
ご
家
族
の
た
め
の
勉

強
会
・
交
流
会
の
お
知
ら
せ

徳
之
島
保
健
所
で
は
、
身
近
な

方
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
飲
酒
問

題
に
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
等
を
対
象

に
、
勉
強
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
医
師
に
よ
る
講
話
や
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
当
事
者
の
体
験
発
表
、
自

助
グ
ル
ー
プ
（
断
酒
会
や
AA
）
の
紹

介
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
ず
悩
ん
で
い
た
ご
家
族

等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
回
目
：
平
成
28
年
２
月

９
日
（
火
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

２
回
目
：
平
成
28
年
２
月
23
日
（
火
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分

（
※
受
付
は
、
い
ず
れ
も
18
時
か
ら
）

【
場
所
】
徳
之
島
保
健
所
２
階
会

議
室
（
住
所
：
徳
之
島
町
亀
津

４
９
４
３
―
２
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
之
島
保
健
所　

担
当
：
南
谷

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
を

抱
え
る
方
の
ご
家
族
へ

☎
82
―
０
１
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
83
―
２
５
３
５

【
申
込
み
方
法
】

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の

関
係
上
、各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問 平
成
28
年
度
鹿
児
島
県

営
住
宅
空
家
待
ち
順
位

登
録
者
募
集
案
内
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町
内
各
所
で
１
月
７
日
、
数
え
で
７
歳

に
な
る
子
ど
も
が
七
草
が
ゆ
（
ド
ゥ
シ
ィ

バ
ン
）
を
も
ら
い
各
家
々
を
回
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

華
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
子
ど

も
た
ち
は
、
親
戚
や
知
人
宅
を
７
軒
ま
わ

り
七
草
が
ゆ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
各
家
々

で
作
ら
れ
る
か
ゆ
は
、
豚
骨
で
炊
い
た
も

の
な
ど
各
家
庭
様
々
な
具
材
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

ナ
ナ
チ
ド
ゥ
シ
バ
ン
は
、
子
ど
も
た
ち

の
無
病
息
災
の
祈
り
を
込
め
行
わ
れ
る
伝

統
行
事
。
か
ゆ
を
も
ら
い
に
訪
れ
ら
れ
た

家
は
、
福
が
訪
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
家
で
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
が
願
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
徳
之
島
町
消
防
団
出
初
式
が

１
月
５
日
、
亀
津
児
童
公
園
・
徳
之
島
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
亀
津
小
学
校
吹
奏
楽
部
を
先
頭
に
、

消
防
団
員
、
母
間
小
学
校
少
年
少
女
防
火

ク
ラ
ブ
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
約
２
０
０

名
が
亀
津
市
街
地
を
行
進
し
、
防
災
防
火

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

観
閲
式
、
放
水
訓
練
後
、
徳
之
島
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
て
、
今
年

一
年
が
火
災
や
災
害
被
害
の
な
い
安
全
な

年
に
な
る
よ
う
に
全
団
員
一
同
で
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

ナナチドゥシィバン
健やかな成長を願って

平成 28 年徳之島町消防出初式
安全を祈り決意新たに

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
１
月
10
日
、「
第

50
回
記
念
新
春
書
き
初
め
席
書
大
会
」（
徳

之
島
書
写
道
研
究
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

１
１
１
名
が
課
題
に
筆
を
ふ
る
い
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

体
育
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
参
加
者

は
、
学
年
ご
と
の
課
題
に
精
一
杯
の
力
を

注
ぎ
40
分
間
で
見
事
な
力
作
を
書
き
あ
げ

ま
し
た
。
大
会
最
優
秀
賞
の
南
溟
賞
は
、

嶺
美
沙
稀
さ
ん
（
徳
之
島
高
校
１
年
生
）、

牧
園
愛
夏
さ
ん
（
伊
仙
中
学
校
３
年
生
）、

山
内
葵
さ
ん
（
喜
念
小
学
校
６
年
生
）
の

三
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
展
示
会
及
び
表

彰
式
は
１
月
23
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

書き初め大会
一画に込める新年の挑戦

亀津中学校が花の苗を寄贈
きれいな花が咲くように平

成
27
年
12
月
22
日
、
亀
津
中
学
校
２

年
生
の
生
徒
２
名
が
町
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
ポ
ピ
ー
、
金
魚
草
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
な

ど
花
の
苗
を
贈
り
ま
し
た
。

苗
は
美
化
部
が
中
心
と
な
っ
て
生
徒
た

ち
全
員
で
育
て
た
も
の
。
訪
れ
た
田
原
健

さ
ん
、
濵
崎
和
眞
さ
ん
は
「
き
れ
い
な
花

が
咲
く
よ
う
に
育
て
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

秋
武
教
育
長
に
苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。

頂
い
た
苗
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
正

面
で
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
警

察
署
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
も
沢
山
の
苗

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

亀
津
中
学
校
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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成人式写真特集

町の話題
役場の仕事
町からのお知らせ
議会だより
Information
町の話題
健康トピックス
わきゃ学校自慢（手々小中
中学校）／題字紹介／目次

戸籍の窓／わっきゃまちの
きまいたりちゅ／火災警報器

手々小中学校の校章は、
２本のソテツ葉に、小・中
の文字を配しています。
手々校区は徳之島におけ
るソテツの元祖ということ
で、飢餓には人々の生命を
養った由緒深いものだそう
です。心を受け継ぎ、次の
時代にはばたくことを願っ
て校章としたそうです。

手々小中学校校歌

作詞　田中　喜栄

作曲　武田　恵喜秀

一　天城ヶ岳も　さわやかに

海原遠く　見はるかす

竿津が丘の　学舎の

窓辺につどう　健児らの

歌声高く　こだまする

その名もゆかし あゝ手々校よ

二　久遠の理想を　めざしつつ

知徳をみがく　わがからだ

いばらの道は　深くとも

目ざす希望の　いただきに

たどり進まん　はらからの

伸びゆく姿　あゝ手々校よ

三　かんぎょの川の　せせらぎや

なぎさに寄する　黒潮に

うつる時代の　影やどし

生命はえある　若人の

つなぐもろ手で　立ち上がる

栄えゆく母校　あゝ手々校よ

手々の知らない事が知ることができたのでよかった
です。（５年　川口大賀）
手々は、あまり人が来ないので、少しでもたくさん
の人に来て欲しいです。(５年　林山晴吹 )
私は、手々小のことをあまり知らなかったので、こ
のふくらしゃを通していろんなことが知ることができ
てよかったです。（６年　林山伊吹）
手々の知らなかったことを知って、これからも大切
にしていこうと思いました。（６年　柳井野乃香）

わきゃ校章

小学生 8名 ・ 中学生 4名
計 12 名

校章の事を調べて

たくさんのことが分

かったので、 これか

らも学校の事を調べ

ていきたいです。

留学生 ・ 特認校生より

■手々に来てよかった

ことは、 みんなとなか

よくできて、 友達が、

たくさんできた事です。

小学３年白旗梨紗

■手々小中学校はとてもアット

ホームな学校です。 児童 ・ 生徒

と人数が少ない分一人一人が助

け合い、 協力しています。 また、

先生や地域の方々との距離も近

く、 とても楽しく笑顔あふれる場

所です。

中学３年　松岡恭平

■手々では、 前の学校

では、 できなかったこと

を、 いろいろ体験できる

ので、とても楽しいです。

小学６年柳井野乃香

編集委員より

ふくらしゃ

わきゃ
手々小中学校

校
訓

あ
か
る
く

か
し
こ
く

た
く
ま
し
く

手々小中学校の
シンボルツリー

「手々ソテツちゃん」

今月の

安楽　理乃さん（東京医薬専門学校）
今月の題字を書いてくれたのは、成人
式で島に帰省した安楽理乃さんです。現
在は、救急救命士を目指し東京の専門学
校に通っています。
「徳之島は人と人とのつながりが深く、
みんなが温かい所」と話す安楽さん。救
急救命士を目指すきっかけは、そうした
島の人同士の温かさだったそうです。
「安心して仕事を任され、女性として
安心感を与えられる救命士になりたい」
とこれからの目標を語りました。

02
03
04
05
09
19
21
22
23

24

index

表紙写真

今月の表紙では新成人の幼少時の
写真を募集しました。徳之島で生ま
れ育った子どもたちが成人を迎え、
輝かしい一歩をふみだしました。
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0997）

82-1101
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ホ
ー
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ペ
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広
報
と
く
の
し
ま
　
2016．

2
月
号
　
№
501

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

重
原
巧
太
郎
＝
　
亀
　
津

藤
田
加
那
美
＝
　
亀
　
津

※

12
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
誌

に
掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

芳
　
　

た

い

が

大
雅
（
雅
　
浩

あ
ず
さ
） 

尾
　
母

黒
﨑
　

け

ん

た

賢
汰
（
耕
　
平

貴
　
子
） 

井
之
川

川
畑
　

し
ょ
う
き

翔
義
（
秀

太

美
　
香
）
母
　
間

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

{

三
原
　
　
翔
＝
　
亀
　
津

伊
藤
里
緒
菜
＝
　
伊
仙
町

{

馬
勝
　
慶
紀
＝
　
花
　
徳

廣
　
亜
矢
美
＝
　
花
　
徳

{

徳之島町の現勢

面　積 104.92 ㎞2

人　口 11,324 人

 男 5,548 人

 女 5,776 人

世帯数 5,123 戸

平成 28 年 1 月 1 日現在

 

氏
　
名 

年
齢 

住
　
所

保
井
　
直
樹
　
33
　
井
之
川

幸
　
　
忠
広
　
59
　
亀
　
津

廣
崎
　
則
光
　
59
　
花
　
徳

竹
原
　
靖
二
　
59
　
　
山
　

行
　
　
徳
二
　
80
　
轟
　
木

池
田
　
盛
茂
　
95
　
下
久
志

嶺
田
　
房
雄
　
94
　
手
　
々

蔵
本
　
　
幸
　
90
　
亀
　
津

吉
岡
　
福
永
　
87
　
轟
　
木

鈴
木
　
　
成
　
69
　
亀
　
津

窪
田
ト
ク
エ
　
92
　
亀
　
徳

国
元
　
ク
ヤ
　
98
　
亀
　
津

永
治
　
重
久
　
94
　
亀
　
津

生
田
ア
イ
子
　
89
　
母
　
間

林
　
マ
ツ
エ
　
89
　
亀
　
徳

福
本
　
　
亘
　
80
　
花
　
徳

窪
田
　
富
枝
　
82
　
亀
　
津

内
田
　
安
之
　
71
　
亀
　
津

屋
島
　
望
美
　
20
　
母
　
間

戸

籍

の

窓

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

東
田
　
裕
弥
＝
　
亀
　
津

松
田
　
美
咲
＝
　
亀
　
津

稲
　
　
和
也
＝
　
亀
　
津

稲
富
　
小
春
＝
　
亀
　
津

{{

わっきゃまちの

今月のきまいたりっちゅは、
平瀬　ユリさん
（９６歳）母間

元気でいる秘訣は、栄養・運動・休養の
３つであり、家庭菜園でとれた野菜を中心
に１日３０品目以上を食べているとお話し
てくれた平瀬さん。
またゲートボールやグランドゴルフ、地
域サロンなど積極的に参加されているそう
です。

現
在
の
目
標
は
百
歳
ま
で
生
き

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
物
事
は

良
い
方
向
に
な
る
と
信
じ
る
気
持

ち
が
大
切
だ
と
、
素
敵
な
笑
顔
で

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。

住宅用火災警報器に関するお問合せは

徳之島地区消防組合消防本部　　☎８３－３１６０

徳之島地区消防組合伊仙分遣所　☎８６－３９９０

徳之島地区消防組合天城分遣所　☎８５－３９７３

 火災から大切な生命を守るために
住宅用火災警報器等を設置しましょう

消防法及び市町村条例により全ての住宅に

火災警報器の設置が義務付けられています。

（設置及び維持管理については、 市町村条

例で定められています。）

火災報知器はどこに取り付けるのですか？


